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我が国の出生性比の年次推移
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目的　我が国全体および都道府県別の出生性比の100年間（1899～1998年）の年次推移を記述し

検討すること。

方法　1899年から1998年までの出生性比の計算に用いた性・都道府県別出生数は，人口動態統計

より得た。滑らかな出生性比の年次推移を観察するために9年間の移動平均を用い，1925年

から1969年，1970年から1998年の2つの期間について，出生性比の動向を観察するために単

回帰直線の傾きを求めた。

結果　我が国の出生性比は，1925年から1970年頃にかけて上昇し，1970年頃以降低下していた。

都道府県別の出生性比は，ほとんど例外なく1925年から1970年頃にかけて上昇し，福島，茨

城，福井，山梨および熊本を除く県で1970年頃以降低下していた。1970年頃以降に出生性比

が大きく低下した県は，秋田，富山，石川，京都，島根および福岡であり，日本海側の地域

に分布していた。

結論　我が国全体だけでなく，多くの都道府県で出生性比の低下傾向が認められた。これが化学

物質の環境汚染の影響であるかどうかは不明だが，出生性比の動向について今後も引き続き

注目，警戒すべきである。
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